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Abs 量ract

　 Natural　Color　System （NCS ）is　one 　of　the　famous 　color 　order 　system 　whioh 　is　compOsed

ol　psychom θtrical　scales 、　 Whi ［e　NCS 　is　usefull 　and 　convenient 　color 　order 　system ，　there　is　no

systemat 「cal　 Japanese 　 manua ｝of　 NGS ．　 Therefore　 Swedish　 Standard　 SSO 「 9100E 　 which

expFains 　 the　 system 　 was 　 translated　 into　 Japanese 　 in　 order 　to　 be　 understood 　 by　 many

Japanese 　peOple，

要約

　 Natural 　Oolor 　System （N ⊂）S ）は代表的な表色系の ］つ で あ り，そ の 原 理 は 心 理 測定 に 基づ い て構成 さ

れて い る。こ の表色系は長所も多く， 世界の各地で用 い られて い るが， 日本語では系統だ っ た解説書がまだない の

が実状で ある 。 そ こ で本委員会 で は会員の 便に供する ため ， こ の 表色系の 解説書で ある Swedish 　Standard

SSO19100E を 日本語 に 翻訳 し た 。
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　 NaturalColorSy ＄tem （以下 NOS ）は，は

じめ ス ウ ェ
ーデ ン で 開発され，現在で は ヨ

ー
ロ ッ パを

は じめ とする多 くの国 で 研 究され ， また用 い られて い

る oolor 　 order 　 system で あ る。そ の 特 徴 は

Hering の 反対色説 に基づ く心理 原色 を基準 と し，

色 の 知覚そのものを記述 しよう と する こ と に あ る 。 す

なわち，物体色基準や光 源色の表示な ど物理的な記述

基準を用 い ずに ， 色の見えその ものを心理的な表現に

よ っ て表記 しようとするもの で ある。

　色知覚に関して はさ まざまな知覚現象が知 られてい

るが ， 現在までの研究は主に心理物理的測定に基づく

も の が多く，知覚量を物理量の単位を用 い て 表現する

もの で ある 。 こ の ため マ ン セルをは じめ と して ，オ ス

トワ ル ト， OIEXYZ ，
　 OIEL ＊

ゴ げ な ど多くの色表

示 の た め の シ ス テ ム は心 理 物 理 測 定 （psyoho −

physioal 　 measurement ）に 基づ い て構成され

て い る 心 理 物 理 尺 度 （p ＄ yohophysical

＄oale ）で あ る 。 こ れ に対 し て，　 NO ＄は知覚 量 を

心 理 量 と し て 表 現 す る 心 理 測 定

（p＄y 〔｝hometrlcal　 measurement ） に 基 づ い

た心理尺度 （P ＄yohometriGaIscale ）で構成さ

れ て お り， 従来 に例をみないものである 。 そ の原理 は

E ．Hering の 理論に基づ くもの で あ り ， 自 ， 黒 ， 赤 ，

黄，緑，青の 6心理 的基本色の 各知覚量によ っ て 色 の

見えを表現 しようとするもの で ある 。

　 こ の カ ラ
ー

オ
ーダー

シ ス テ ム は現在ス ウ ェ
ー

デ ン の

工業規格 （SIS ）に定められ て お り，多くの 国で 用

い られ て い る 。 最近 で は 1＄ 0 規格 と し て 提案す る 動

きも み られる 。 NOS に つ い て は日本語 で も 多くの研

究報告がな さ れ て い る （例え ば納谷等，1987aD，

bEりの で ， 詳しくは先行研究 に ゆず るが ， 詳 細な解

説書はまだ少な い 。 ス ウ ェ
ー

デ ン 規格の 解説書 として

SVENSK 　 STANDARD 　SSOI 　 9100があり，

こ の 英語版 ，ドイ ツ 語版 フ ラ ン ス 語版 ， イタ リア語

版，ス ペ イン語版お よび ロ シ ア 語版が存在するが，日

本語版 はまだな い 。 日本 では 日本工 業規格 （JIS ）

にマ ン セ ル表色系 に よる色の 3属性表示が定め られて

い る こ ともあ り， NOS がまだ馴染みの薄 い こ とは事

実 で あ る 。しか しなが らNOS の ユ ニ
ー

クさ，実用 性

を考慮する と，多くの 人が理解を深める こ とは非常 に

有用 で ある と 考え られる 。 こ のた め，本委員会 で は

SSO19100 の 第 2版の英語 版で ある SSOI 　 91 ロロE

を日本語訳 し ， こ れ を公表する こ とに した 。 以下は こ

の 日本語訳の 試 み で あ る 。

色表記体系
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　1　はじめに

　こ の規格 （standard ）は色知覚と い う惷味で の

色を記述 し，明確 に表記 しようという要求 を満たすた

めのも の で ある 。 同
一

で 色も同じ色票で あっ て も，異

な る 照明条件や観察条件で は異な っ た色 の 知覚を生 じ

さ せ，こ の た め こ の知覚は異な っ た色表記とな っ て し

まう。逆に，異なっ た色材であ っ て も照明条件を変え

ると ， 表記が同 じになるような等 しい色 知覚を生 じさ

せ る こ とが で ぎ る 。 こ の ような現象をメタメ リズム と

い う 。

　こ の色表記体系は視覚的な色の特性に基づ い ており，

こ の 特性は心理測定に よ っ て定黶化さ れ て い るもの で
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ある 。 こ の体系は表面色 ， すなわち物体の 表面に属 し

て い る ように感 じられ る 色 に限っ て 用 い る こ とが で き

る 。 光沢やテ クスチ ュ アなどの他の色知覚に関係した

視覚特性を取 り扱うもの で はない 。

　こ の体系は任意の照明条件 ， 任意の 観察条件下 にお

ける想定 しうる任意の表面色に対 して用い る こ とが で ．

き，そ れゆえ広く応 用する こ とが で き る 。 しか し種々

の色表記と い うものは光の反射にも色材に も無関係で

ある 。

　こ の 体系には，空閤色 （volume 　color ）とか光

源色と呼ばれる透過物体や発光物体の 色は含まれな い 。

ま た メ タ 1丿 ッ クや蛍光物体の表面 に も応用 で き な い 。

　こ の規格は生理学者の エ ヴ ァ ル ト
・

ヘ リングがナチ

ュ ラルカラ
ー

シス テムと呼んだ彼自身 の 理論 に基づ い

て お り，これを ス ウ ェ
ー

デ ィ ッ シ ュ カ ラーセ ン タ
ー

財

団がNOS ， すなわちナ チ ュ ラ ルカ ラーシ ス テムとし

て 改良し
， 解説を加え た も の で ある 。

　SS019100 には以下の補助規格がある。

SSO ］910］，
　 SSO19 ］00によ る約 16000色 の OIE

　の 三 属性値 と色度座標 。

＄SO19102 ，カラ
ーア トラス 。

S ＄0191G3 ，
　 SSOT　 g102にある色見本の OIE の三

　属性値と色度座標 。

　第 ｝版と比較して こ の第 2版には ， 1989年に出版さ

れた SSDi　 9102の新版に よる い くつ かの変更点があ

る 。

　 こ れ らの変更点は以下の ような単に技術的なものに

限 られ て い る 。

a ）色相（φ〉の 数学的な表記 は，以前には 添字が 1字

　で あっ た が現在 で は 明確 にする た め に 2字を 用 い て

　いる 。 すなわち色相はφ，の代わ りに φ。． と い うよう

　に表記する 。

b＞NCS による明る さに関する視覚特性が定義され，

　機器 測定可能 なOIE に よる 視感 反 射率 （］umi −

　nous 　 refleotance 　faotor ）と の 心 理 物理 的

　な関係が説明されて い る 。 こ の 反射率の表記 は以前

　に はY ‘と 記述 さ れ た が，現在で は Yc1Eと 記述 ざ れ

　る 。

C ）数字 による色表記用の別の表記体系は，単 に原理

　を示すだけにとどめるよう縮小した。

d）アル フ ァ ベ ッ トと数字による略表記用の別の体系

　 はな くな っ た。

e ＞図表示に関する部分が，用い られ る 新しい領域 に

　従 っ て拡張された 。

2　NOS の基本的な考え方

NOS に は以下 の よ う な基本概念があ る 。

　2．1 基本色 （elementary 　COIOr ）

基本色 とは ：その色自身だけで しか記述できな いよう

な 6っ の色知覚の うちの 1つ 。

　基本色 は 大文字で 表記さ れ，白（W ）および黒 （＄），

黄（Y ），赤（R），青（B ），緑（G）である 。 他の全て の

色は これ らとの関係で 記述できる。 白と黒は基本無彩

色 と呼ばれる。黄と赤，青 ， 緑 は基本有彩色と呼 ばれ

る 。

　2．E 基本属性 （elementary 　attribute ）

基本属性とは ：ある色の基本色 に対する見えの類似度 。

　基本属性は 小文字 で 表され，白み （tV），および 黒 み

（∫）， 黄み （y ）， 赤み （r ），青み （b），緑み （g ）で ある 。

似て い る 程度 は Gか ら lDOまで の 数字で表記さ れる 。

　任意の色に対して，
一
　基本属性の 数値の 和は旧0となる 。 ずなわち ，

ev十 s十 y十 r 十 b十 g ＝ ］00 ……………・…・…・………（1〕
一　色は最大で 4 つ の基本属性を持ちえる 。

一
　色は同時 に 黄みと青みの両方を持 つ こ とはで きな

　　 い Q

一　色は同時に赤み と緑み の両方を持っ ことはできない 。

　2．3 色み （chromaticness ）

色みとは ：ある色の ， 同 じ色相 （2．5参照）の完全色

（2．4参照）に対する見えの類似度。

　色 み は小文字 の 0 で 表され ， 0か ら 100ま で の 数字

で 表記 さ れ る 。 こ の数字は基本有彩色の 数値の 和 と等

しくなる 。 すなわち ，

c ＝y 十 r 十 b十 9 ＝ ］OD・………・…・・……………・…・…（2）

　（1｝と俊）よ り，

w 十 s 十 c ＝ 100・……………………………・…・………（B）
　無彩色 で は c 　＝ Oとな る 。 完全色 で は c ・＝ 10fiとなる 。

　2．4 完全色 （full　chromatic 　cobr ）

完全色とは ：基本属性のうち白み と黒み を持たな い 色。

　一般的に は，色相 に かかわ らす，完全色は大文字の

O で表される 。 完全色の う ち 4 つ は基本有彩色で ある 。

　E．5 色相 （hue ）

色相 とは ：ある色の持 つ
， 2つ の有彩基本属性問の関

係。
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　色相はギリシ ャ文字のφで表され，有彩基本属性の

和，すなわち色み （c ）における，ある有彩基本属性の

割合と して百分率 で 表記される 。

　色相は以下のよう に添字を用い て 記述される 。

φyr
＝ ［r ／（r ＋ y）］・100＝ ［r ／σ］・10D−・…・…・…・・一…・（4）

dirb＝［b／（b十 り］・1〔】0＝［b／（］］・100………・◆……・…（5）

φわg
＝ ［g ／（g 十 b）］・100＝ ［g ／c］・100・…・………・……〔6）

φ9ン
＝［y／（y ＋ 9）］。100＝ ［y／ご］・100……………・・…・or）

　実験によれば，基本属性もそ こ か ら引き出される色

み や色相と い っ た特性も心 理 測定 で 定 量化で き る こ と

がわか っ て い る 。

　3　NCS のモデル

　NOS に よれば色と色との相互関係は，簡単に 幾何

学的な表現がで きる。

　3．1 色三角形

色三角形 とは ：色相ことに白み と黒み ， 色みの間の関

係を2．3に従っ て 図示した正蕊角形。

　図 1に示すとお り，正三角形において，ある辺とこ

れに対する頂点との 距離 （すなわ ち三 角形の 高さ）を

100と し， 各辺から三 角形内 の 任意の 点ま で の 距離を

そ れ ぞ れ W ，s
，
　 c とすれば

，
正 三 角形 内に お い て 以 下

の等式が成り立 つ 。すなわち，

zv十 s 十 c ＝ 109…・………・一 ………・……・一・…・・…（8）

　こ れ は 2．3の（3＞と 同 じ で ある 。

　それ ゆえ色三角形内に与 えられた点 は ， ある特定の

白み （w ）と黒み （s），及 び色 み （c ）から構成され る全 て

の色，すなわち同じニ ュ ア ）／．ス （4．1参照）の 全 て の

色を表すこ とになる 。 三角 形内のある点を定めるため ，

すなわち ある色 の ニ ュ ア ン ス を定めるためには ， たと

〃

も
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昌
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えぱ∫と c を定めれば十分で ある 。 なぜな ら w とs，c

の総和はつ ねに100となるか らである 。

　三角形の各頂点は基本色の白（W ）， 基本色の黒 （S ），

そ して 完全色（⊂））を表して い る 。

　色三 角形で は，色相（φ）は表さない 。

　3．2 色相環

色相環とは ：R．5に従 っ て色みと色相との 関係を図示

した円 。

　互 い に直交す る 2 つ の 直径 （Y −B 軸と G −R 軸）を

も つ 円 に おい て，図 2に 示すとおり半径 を 1DO，各軸

間の時計回 りの方 向の角度 を 100とす る 。 円の 中心か

ら円内の任意の点ま で の距離を c とし，こ の 点を通 る

半径と こ の点から反時計回り方向に最も近 い軸との角

度 を ，
こ の点が 4 つ の象限のうち ど こ に あるか に よ っ

て φy 。，φyδ，φb8 ，96nv・と表す。

　すると，色相環内に与え られた任意の点は，ある色

み （c ）と色相 （φ〉から構成される全て の色を表 し， 2。3

および2．5か ら以下の 等式が成 り立 つ ため，任意の有

彩基本属性から構成される全ての色を表すことになる 。

r ＝ ＝ c
・diyr／1D口　…　……・…………………　…・・…………（9）

y ＝＝ c − r ……………・…・一 …………◆…・……・………（ls）

b＝ c ・diyb／100 …………一 ……………・・……………（11）

r ＝ ・ c
− b・………………・・………・…・・…・・…・…………（12）

9 ＝ c ・dib9／100　・・………・……………・・…・……………（13）
b＝c

−
9
…・………・…・……………・・…・一 …………・・（14）

y …c ・digyf100− ・・…・一 ・……………・……………・・（15）

9 ＝ c − y……………・・…・……………・……………・…・（16）
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　゚　　‘　＝　constant

図 1　 NCS の色三 角形　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2　NCS 色相環
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色相環 で は白み （w ）と黒 み （s ）は定め られな い。

色相環には以下 の 条件が適用ざれる 。

　円周 は色相こ との全ての完全色 （O ）を表す 。

　円周 と各軸との交点Y ， P ，
　 B ，

　 G は ， それぞれ

黄 ， 赤 ， 青 ， 緑の 基本色を表す。

　円の 中心 は 白（W ）， 黒 （S ）そ し て 全 て の 完全 な灰

色 といっ た ， 無彩色 （c ＝ 0）全部を表 して いる 。

　3．3 色空間

色空間とは ：2．3および2．5に従 っ て色どう しの関係を

表した立体モ デル 。

　色空間は色三角形を，W −
＄軸を中心 に頂点0 が色

相環の円周を描くように回転ざ せたもの （図 3参照）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 W

図 3　 NCS 色 空間

s

　4．2 飽和度

飽和度とは ：ある色の麁み と白み との関係。

　飽和度は小文字の m で表さ れ，色み （のと白み （w ）

との和 に対する色み （c ）の割合 を D〜 1の数字で表記

する。 すなわち，

m ＝ c／（c
’
十 w ）＝ c／（］OD− s）………………・・…・……（17）

　ある色相 にお ける色三角形上 で は ， 同 じ飽和度をも

つ色の点は黒（S）を通る直線上 に並ぶ （図 4参照）。

W 繪
5 ◎

〃

ε 浄
（）
亀

4
w

ぐ 　や
♪

5

φ

’

’
C

’

！

∫

’ノ
／

Sc
一一

仞 翼 constant

図 4　 NCS 色 三角形上の 等飽和度直線

　色空悶内 にあ る点 は3．1およ び3．2に従 っ て ， 白み

（w ）と黒み （5）， 色み （c），色相 （φ）のある 構成からな

る特定の ｝色を表す 。 色空間内の こ の点の位置を決め

るため ， すなわち この色を明確に定義するためには ，

φの値を決め る とともにsと c の値を決めれ ばよ い 。 な

ぜな ら w とs，c の総和はっ ねに 10Dとなる からで ある 。

　4　NCS に関する補足

　基礎概念2．1−・2．5に加えて，NOS で はニ ュ アン ス，

飽和度，明度と い っ た視覚的特性も定められて い る 。

　4．1 ニ ュ アンス

ニ ュ ア ンス とは ：あ る色における白みと黒み ， および

色みの構成。

　ニ ュ ア ン ス は当該の色の 黒み （s）と色み （c）で 表さ

れる 。 すなわち ニ ュ ア ン ス は色三 角形上 の あ る 点を表

す。 3．1参照 。

　4．3　明度

明度とは ：ある色が他の色よ り明るく見えるか暗く見

えるか とい っ た特性。

　 NOS の 他の視覚特性と同様に ，明る さも心理 的な

測定量 で ある 。 これは小文字の 刀 で表され，黒 （s ）を

0，白（W ）を ｝と して こ の間 の数値で 表す 。

　無彩色 （c ＝ 0）で は明る さ （v）と黒 み （s）との 問 に

以下の ような関係が成り立 つ 。 すなわち 。

v ＝ （100− s＞／100………・…………・……・・………・…・ 

　どのような色票 （もしくは着色物体）の明るさ も，

無 彩色色票 （c ＝D）の グレ イ ス ケ
ール と並べ て 比較

して 決め られ る 。 色票の明るさは，着色色票と無彩色

色票との 境界線が最も区別 しにくくなるよ うな ， 無彩

色色票の 明るさ とする 。

　ある色相の色三 角形内で は，同じ明る さ の 色を表す

点は三 角形の 外側 に あ る 点 （P ）を通 る直線上 に 並 ぶ

（図 5，図 6参照）。 通過点（P）の位置は色相（φ）によ
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w

図 5　色 相一Y の NCS 色三 角形上の等明度線

W

図 6　色相一R90B の NC ＄色三 角形上 の 等明 度線

1σi ・Y 一YIOR ，Y20R 一Y30R ・Y40R ・Y50R ．Y60R ・Y70R ．Y80RYgOR

レco β 93O ，87Z α 767o ，70aO ，640O ，578o ，525O ，4650 ，406o ，347

Cp2152252553153 フ o．40039G330280240

σ
．R ・RIOBR20B 　 ・R308R40B ．R50B ・R50B 一R70B 一a80 臼 ．RgDB

レc0 ，290o ，266o ．246O ．2220 ．216O ．2160 ユ 20o 、236o ，266o β03

c尸 21519513517 フ 175177183190205230

o ・B ・810G ・巳20G ・830G ・B40G 　・B506 ・B50G 　・B70G 一880G ・BgOG

レε o．35z0 ．389
　　　　圏

G，419o ．447 ・．・6・1・ … 60 ，481 　 0，481o ．4 巳1O ．491

¢ρ ε55 　 　 275 　 　 28525025Z 　 　 225

　　　　「

・。 。 い・ 717 ・ 17 ・

σ 一G ・GIOY 　 ・G2DY ．G30Y 一G40Y ・650Y 　　　　　…−660Y 、670Y 　．G80Y ．G90Y

「cO ，514O ，538D ．581O 、625o ，686O ．ア47O ．巳07D β 47o ，B72o ，893

c 尸 18 了　　 200220235245250240230220215

　 　 　SSO19102 カ ラ
ー

ア トラスの 3べ 一ジー42ペ ージに ある等 明度 直線 は ，
　 　 表 1に 従 っ て定め られ てい る ．詳細 はT．参考 文献の B］，お よ ひ 9惨 照 ．

表 1　 各色相 こ との，完全色 （C ）の明る 亡 （”∂と 通過点

　　　（P）からW −S軸 ま で の 垂 線距離（Cp）

［二 ：二 二ニー コ 214

っ て異なる 。 表 1参照 Q

　 SSO19 ］ 0？カ ラ
ー

ア トラ ス の 3ペー
ジ
〜42ペ ー

ジ

にある 等明度直線は ， 表 1に従 っ て 定め られ て い る 。

詳細 は7．参考文献の 8），
お よ び 9）参照 。

　5NCS による色表記

　NOS に基づ く色表記 で は 以下 の 内容が直接的に 示

される 。 すなわち ，

＊ 黒み （∫）

＊ 色み （c ）

＊ 色相 （φ）

　また，全ての基本属性に 関する内容も間接的に示さ

れ る。3．2の（9）および  参照。こ の ため色を明確 に表

記する こ とになる 。

　 NOS 色表記 は 黒 み ，色 み の 順 で 示 さ れ，そ れ ぞ れ

は00から99までの 2桁の数字で示される 。 そ して こ の

後に ， やはり00か ら99ま で の 2桁の 数字をさはむ 2つ

の大文字ア ル フ ァ ベ ッ トで表さ れ る 色相が 八 イ フ ォ ン

を伴 っ て続く 。

　5．1 表記方法の説明

　NOS の色表 記 は，た とえ ば3B50−Y20R とい うよ

う に 示す 。 こ の ような表示によ り，こ の 色はわずかに

黒 く （s　 ＝ 38），かな り色み が強く （c ＝ 50），色相 は

赤 よ りも黄み がかか っ て いる （diy。・・20）こ とを表 す

こ とが で き る 。

　∫ ＝ 3Dで c 　＝ 50である こ とから，白み は w ＝ 20である 。

なぜな らこ れ らの 和 はつ ね に］00となるからで ある 。 2．

3の （3）参照 。

　φン 。
＝20で c ＝50で ある こ とか ら，赤み は50の うち

の 20％ ， すな わち r ・＝18（’あ る 。

一
般 に r ＝ cdiy 。／IO口

の 関係が成り立つ Q3 ．2の（9）参照 。

　 r ＝10で ある ことか ら，黄 み は y ＝40で ある 。 なぜ

なら こ れ ら の 和 は50で ある か ら で ある 。

一
般 に y ＝

c − r の 関係が成り立つ 。 3．2の （10）参照 。

　 2．2より黄 みと赤みがある ということ は青み と緑み

がな い。すなわち b ＝ 0， g ＝ Dで ある 。

　以上 こ れ よ り こ の 例 で は w ＝ 20，s ＝ 30，　 y ＝ 40，

r ＝ IO，　 b・＝ O，　 g ・＝ or
’
ある こ とが明確である 。

　どのような NOS 表記 で も，こ のよう に分析 し理解

することが で きる 。

5．2 特別な場合の表記方法

以下の 4つ の特別な場合には ， NGS で は例外 的な

N 工工
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表記を定める 。

・2．1にある 6つ の 基本色はそれ ぞ れ W ，S ，　 Y ，　 R ，

　B，G の 1文字で表す。

・完全色 （s ＝ 口で c ＝ 旧口〉は
， 0 −R80B と い う よ う

　に大文字の 0 と色相 で表す。

・有彩色基本色 と同 じ色相の 色 に関する表 示は ， 5535

　
−R と い う よ う に，ハ イフ ォ ン の あ と に 基本色 と同

　り大文字のアル フ ァ ベ ッ トを つ ける 。 （5535−−ROOB

　とは表記 しな い）

・無彩色 （c ・ ・O）は，E500や7000と い っ たように最

　初の 4 つ の数字だけで表示 し ，
こ のうちの後半の 2

　文字はつ ね に 0で ある 。

　5．3　数字だけによる表記方法

　NOS 表示 で は必要に応じて，八 イフ ォ ン と最後の

アルフ ァ ベ ッ トを省略 し，最初のアル フ ァ ベ ッ トを Y

は 1，Rは 2，　 Bは 3 ，
　 Gは 4に

・
置き換え て表示する

こ とも可能である 。 た とえ ば5535−R20B は5535220と

なる 。

　5．4　図による表記方法

　どのような色やその表記も色空間内の 1点 と対応さ

せ る こ とが で き （3．3参照）， またそ の 逆も可 能 で ある 。

表 2に例を示す 。

　ある色 を 特定する た め に は ， 色表記 に替え て 図 に よ

っ て 表 す ことも可能 で あ る。黒 み （s）と色 み （c ）は色

三 角形上 に ， また色相（φ）は色相環の 円周上 に印をつ

け る こ と に よ っ て 表 す （図 7 参 照）。 同 様 の 例 は

SSO19102 の 3ペ ー
ジか ら42ペ ー

ジにある 。

喚窶γ
ξむ

　 　 　
o
蛎 　　丶

　 　 　 CtOv 　　
丶

丶

　 　 　 G 旧 T 　　　　　　
丶、

C　　 C
　 　 　 bgeG 　　　　　　　 ！　　　　　　　’
　 　 　 1りDG 　　　 ノ
　 　 　 ◎’

ortS　 ／

　 ／　　tiePtL

〆

！

　　　咽
9 “

／ 　　　　　，，OR

、

、　　　　　　内噂 爵

色 標準化色表記 図に よる表示

有彩色 5535一駐20臼

5535−R

無彩色 2500

〔完全なグ レイ〕

7000

完全 色 C−R808

C

基本色
1

μ W 　 　　 　　 　　　 　　 　　 Y

SY

G 　　　　　　　 只
艮

巳

3
S　　　　　　　　　　　　　 8

表 E　色表記 とそ の色 の 図に よる 表示の例

5　　 c　　 σ 　　 x 　　　　 ソ　　　　2 　　　　x ソ dw

1D60 　 R40B 　 44，58 　 30，41　 56．46 　0、3391 　 0，2314

11　　 ；1：器鴛：1暢 1：919：1茸1二言：ll；；
詈呂　　 ？1：81捲：21器：譱8：ll夐認 ：lill

葦言　　　　　　　
マ

乙：↑；　　9：‘§　1

ラ：塁韋　8：＆壽呈子　8：晝乙蓋3
1065 　R40 己　6D．96 　41、24 　7S．40 　0、3376 　0、皇283

11　　 2？：薨 ll：匿 ll：；23：122；8：量1鎗
19　　 晝1：†鱈 睾：1拷 1：9拿9：1螽器 8：ill書
螽き　　　　　　　　：；：窒書　

1
｝：会3　？蕁：与ε　8：§誓；量　9：蓋8詈謹

35　　　　　　　　7733 　　4，03　　8．64 　0，3680 　0，20 、O

0，0897 　 288，88
0、0944 　　290、16
0．0992 　 291、45
0，1040 　 292、74
0，1092 　 294，02

0，1147 　295．31
0，120 フ　　296．60

0．0921 　 287「35
0、0969 　　288．69
0，1015 　 290．02
0．1062 　 291，36
0．1112 　 292，69

0，1165　 294，03
0、1224　195、36
0、1289 　　296．70

　　　　　　　　　　　　　　　鑼 8 静
s
図 7　 3050−Y20Rの図による表記

ド

　6　心理物理的な関連事項

　こ の色表記体系は ， 色が観察者にどのように見 られ

て い るかを示 して い るため ， どのような場合にも用い

る こ とがで きる 。 この体系の各値における事実上の最

凡例

S ， 0 お よびφ

×， Y およびZ

Xおよびy

dおよび w

NO ＄の 表記

OIE の 三刺激値

（Y ＝ Yc ；E，6．4参照）

色度座標

色度極座標

二 ＝二二：＝二二：＝＝＝＝］ 215 ［＝ ＝二＝一 二］
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大 値は ， 視覚 的な観察対象 （色票）お よび物理 的な

（機器による ）測定値 に色表記が墓 つ くよう にな っ て

い る 。

　こ の ような心理物理的な関係には，臼み や黒 み ，色

み ，色相などに関する視覚的な評価や，数多くの色票

を機器測定することが必要である 。

　 この 規格 の ための観察条件は 6．1に述 べ られており，

また機器測定の条件は6．2に述 べ られて い る 。

　 6．1お よび6．2に 基づ く評価と 測定を多く の 色 票 に 関

して 行 っ た結果 ，
s とφに つ い て 5ステ ッ プずつ 異 な

る 1681色に つ い て 色 表記と OIE の値との関係が確 立

さ れて い る 。 こ の基準値は SSOI 　 9101に まとめ て 示

されている 。 原則的に この （縮刷された）表は，以下

の ようにな っ て い る 。

　日．τ 観察条件　　
「

　明る い灰色で 囲まれた 白色背景上 の 胡 mm × 50mmの色

票 を，拡散昼光で 試料面に対 して 45
◇
方向か ら］000　ix

で 照明す る 。 こ れを約 0．5m の距離か ら色 覚正常者が

試料面 に 対 し垂直方向より観察す る 。

　実験の結果 ではこれらの 観察条件が通例異な っ て も，

基本属性は Eス テ ッ プを越えては変化しないことがわ

か っ て い る 。

　6。E　機器測定条件

　試料測定 は分光光度 計によ っ て ， 拡散光，受光角8
°
，

正反射成分を含んで行われる 。 ホワ イトバラ ン ス は完

全拡散反射 面 （絶対基準 ）に対 して調整され る 。 計算

は OIE1931XYZ 系に従 っ て 標準の光 0 のもとに行わ

れる 。

ス テ ッ プ こ との 黒み と色み の色を原則と し，

一
部追加

や省略が ある 。 追加 は，色みの弱 いある種の色 につ い

て行われて い る 。 省略の
一

部は現在入手 しうる顔料で

は色票が製作で きな い と い う事実による もの である 。

また他 には色相を 1ステ ッ プおきに故意に省略して い

る。

　ア トラス に含まれる各色に対 して SSO19 ｝Olに よ

る OIE の値 と製作管理 上の測 定値 が，
　 NOS の表示

ととも に SSOI 　 9103に掲載され て い る 。

　6．4 明度と視感皮射率との関係

　6．1に示される照 明および観察条件下 で行わ れた実

験によれば，同じOiE の 反射率を持 つ 色票は同じ明

度の値 を持 つ
。

　無彩色 （c ＝ 0）で は ， 黒 み （s）と反射 率（Yc、E）との

間 には以下の関係が成り立つ こ とが実験的にわかっ て

いる 。 すなわち ，

s ＝ 沁0− （100十 珎 ）・　YCiE／（ぬ 十 ｝奄泗 ）一 ………・・…（1S）

　こ こ で ，
Y．は順応レ ベ ル に よっ て定ま る，観察者

の 視野 の うち色のある部分における推定反射率を表す 。

6．1に従っ た NO8 の観察条件で は 玲 ＝ 56となる。

　い ま色票の反射率が既知であるならば，4．3のq8）と

（田）よりNO ＄による色の明度は以下のように計算でき

る 。 すなわち ，

z丿＝ 1．56】ピhZE／（56十 】fCIE）◆・・・・…　一曹冒…　∴ ・一・rr・・曾・・9響◆・一・・臣0）

　逆 に ，   よ り既知の NGS 明度か ら以下 のように反

射率を計算することが で きる 。 すなわち，

YCIE＝ 56v／（1．56− v ）　一・t・響…　9・・・・・・・…　。・・・・…　。一・t・・・・…　（21｝

　6．3 色票

　力ラ
ーア トラ ス （SSOISIO2 ）には本規格による

約1500色の色票が，その色表記と ともに掲戮されて い

る 。 カラ
ー

ア トラ ス には NO ＄明度の確定値も同時 に

掲戮されて い る 。 4．3参照 。

　ア トラ ス の 色票 は．SSO1910 ］に ある OiE の 續

を持ち 6．｝に従 っ て観察された設定にだ け基 づ い た色

表記に対応して い る 。

　メタメ リズムの 可能性を考慮すれ ば ， ア トラ ス の色

票 と他 の 試料と の どの ような直接 比較 にお い て も6．1

に定められて い る照明条件で観察する こ とが重要 で あ

る 。

　ア トラ ス の色票は左右対称に選択された40色相，10

　NO ＄のメ 1丿ッ トと して挙げ られる点は，
・記号表記か ら色を想起 しやすい 。

・色知覚から記号表記を想起 しやすい 。

・種 々の色知覚現象を説明 しやすい 。

・錯視現象に 係 わらず ， 色 の 見えを記述 で き る 。

・色名との対応がよ い 。

など，この他にも多くの利点を挙げることができるが ，

一方におい て ，

・NCS 空間は均等色空間で な い 。

・心理物理的な対応が希薄。

・原理的に物体基準が存在しな い 。

と い っ た従来の表色系の概念では欠点と考えられる点

も挙げる こ とがで きる 。
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　こ の 表色系 の 国際標準化提案に 関 して，現在 1＄0

と OIE におい て議論が進められて いるが，この 経緯

に関 し て は金子 （］993）3）に詳 し い ため ， そ ち らを参

照された い 。 なお 目次 にある通 り，実際の ∈3VEN −

SK 　STANDARD ＄ SOI　 9100には最後 に 7とし

て参考文献が挙げられて い る が ， こ の 邦訳で は割愛し

て い る 。 これにつ い て は原本の ＄wedish 　Sta ［
−

dard　SSOI　 910OE （1990）4）が 日本規格協会な どで

入手可能 で あるため ， そちらを参照された い 。

　な お，本飜訳 にあた っ て こ 尽力 い た だ い た ISO

TO ／187色表示国内委員会の各委員 ， と りわけ委 員会

の 場以外に詳細な ご 指摘 を い ただ い た電子技術総合研

究所の大阪ライフ エ レクトロ ニ クス研究セ ンター
の南

條基委員 に こ の場をか りて 深 く謝意を表 した い
。

（文責坂 田勝亮 ；ISO 　TO ／187色 表示 国内委員会幹

事）。
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